
令和５年３月８日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上
活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が毎日行った。

３：８０％以上の教員が毎日行った。

２：６０％以上の教員が毎日行った。

１：６０％未満の教員が毎日行った。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に２回以上行った。

３:学期１回は行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価

Ｃ
コロナ禍における学校行事等の公開や
保護者会等の在り方を検討し、工夫改
善を行う。

4

Ｄ

○昨年同様に年度始めの保護者会で全学
年の保護者に教育目標・学校経営方針
を説明し、教育活動への理解と協力を
求めた。
○学校支援地域本部「でんしょう応援
団」とＰＴＡと連携して、夏のわくわ
くスクールを開講・運営し、今年度は3
年振りに外部団体を招聘した講座も実
施できた。延べ児童数671名の参加が
あった。運営補助等で保護者100名の協
力が得られた。家庭科のミシン補助ボ
ランティアとして保護者や外部人材の
活用し、教育活動の充実を図った。
〇毎月発行の学校・学年便りと毎週発
行の学級便りを電子配信し、利便性と
即時性の向上を図った。今後もペー
パーレスへの理解と協力を得ながら、
教育活動の発信を行っていく。
〇ホームページを活用し、継続して教
育活動を発信している（12月更新14
回）。
○地域教育連絡協議会では、教育活動や
各種アンケートの結果等を報告し、適
切な評価を受けるための情報共有を
行った。
○今後はさらに学校支援地域本部などを
活用し、地域の人材や資源を生かした

Ａ 14
〇 コロナの中、思うように活動ができないのに、よく
やっていただいていると思う。
〇 学校支援地域本部「でんしょう応援団」との連携は、
とてもおもしろいと思う。コロナ関係のため、地域でもお
祭りや各種会議が中止なったりしていたが（最近は改善し
ているが）、単に中止とするのではなく、他の方法や工夫
をして実施するようにしてほしい。
〇 充分だと思う。
〇 地域での見守りの大切さを感じている。
〇 今後の課題として、校舎建て替え期間の運動場制限に
よる児童への運動へのご配慮を工夫をしていただきたい。
〇 学校、家庭、地域との連携が大切だと感じている。
〇 コロナが落ち着いてきたので、今後はより地域との連
携を期待している。
〇 コロナ禍でも、たいへん努力していただいていると思
う。引き続きよろしくお願い申し上げる。
〇 地域との共催であった「星空映画会」につき、形を変
えてもよいので、わくわくスクールなどで実現したい。学
校への愛着心、愛校心を育むような取り組みにできるとよ
い。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め
る。

4

B

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

4
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学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信す
る。

4 【学校評価
 保護者アンケー
ト】
　
「学校は地域の
力（保護者含
む）を子どもた
ちの教育活動に
生かしている」
と答えた割合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

3
89%

Ｃ

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

4

Ｄ

◯授業公開ごとに保護者アンケート
を実施し、結果を基に学級毎に課題
を把握し、改善に努めた。保護者の
意見や要望は全教職員で共有し、ま
とめたものを毎回保護者に配布し
た。より回答しやすくなるように、
デジタルによるアンケート回答に移
行した。
◯OJT研修として、主任教諭による
ワークショップを年間４回計７講座
行った。他にも、全教員による実践
報告会を年２回行い、指導力の向上
に努めた。
◯指導教諭による模範授業を各教科
担当者で分担して参観したり、他校
の実践発表会に参加したりして、自
身の授業改善に生かした。
◯週１回の生活指導夕会や月１回の
運営プロジェクトで全教員で情報を
共有するとともに、月１回の特別支
援校内委員会でサポートルーム担当
教員と情報交換したり連携方法を確
認したりした。特別支援全体会を行
い、全教員でも支援を要する児童に
ついての情報共有を行った。今後
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〇 授業の評価はすばらしいものだ。
〇 研修の成果を授業に活かすように努力してほしい。
〇 物事の理解に、国語教育がしっかりなされるよう願
う。
〇 いじめに関する保護者アンケート結果で「わからな
い」と答えた方が14％ほどいたようなので、更なる周知・
広報を期待している。
〇 保護者からも高い評価をいただき、引き続き推進を願
う。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

4

Ｂ 3

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

3
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児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

4

【学校公開
 保護者アンケー
ト】

「子どもたちに
とって分かりや
すい授業をして
いる」に「とて
も当てはまる」
と答えた割合
(大田教育ビジョン目
標値65.59％)

　4：85％以上
　3：80％以上
　2：75％以上
　1：75％未満

4
85%

Ｃ

体育科の授業改善に取り組み、日常生
活で楽しく取り組める運動・遊びの機
会や場を設け、きっかけづくりや習慣
づくりを家庭と連携しながら行う。

4 Ｄ

○年２回、「早寝・早起き・朝ごは
ん」週間を設定し、児童の自己
チェックを実施した。全校児童の現
状について集計した結果を「給食便
り」で保護者に伝えた。今後は、集
計した結果を基に、保護者に望まし
い生活習慣を意識付けできるように
啓発していく。
○栄養教諭の指導の下、給食委員会児
童が毎日の昼の放送や食育に関する
スライドを作り、全学級で「食育」
を行った。
○学期毎に短・長縄跳びやマラソンな
どに集中して取り組む機会を設けた
り、休み時間に体力向上をねらいと
した遊び場を設定したりすること
で、運動習慣の確立を目指した。
○月２回ほど、低、中、高学年に分か
れ、朝学習の時間を利用し、運動遊
びタイムを設けた。運動内容を「走
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〇 食育について、箸を正しく持って食べることを身につ
けるようにしてほしい。大人でも正しく持てない人が結構
多いように思える。小さい時から習慣化するように希望す
る。
〇 たいへんな状況の中、さすがだと思う。
〇 マラソンや長縄跳びなど、集中的に取り組む機会を
作っていただき、たいへんよいことだと思う。町で運動す
る場所が昔よりなくなってきているので、学校でのびのび
体を動かしていただきたい。
〇 食育の向上・マナー教育、体力向上への取り組みな
ど、今後も続けていただきたい。
〇 コロナ禍で、外出が減り、家庭での食の意識の変化
が、運動能力の結果に結びついた結果ではないか。
〇 パラアスリートをお呼びして、間近で見てもらったり
するのは、子どもたちにとてもよい刺激になって、よいと
思う。今後も継続をお願いする。
〇 家庭での取り組みの大切さを感じる。
〇 先生方の新しい体育の取り組みと児童の取り組みが、
駅伝大会優勝という結果に結びつき、感謝申し上げる。

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

4 B

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

4
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スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組等を通して、児童・生徒や保護者に
対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行う。

4

【児童アンケー
ト】

「運動をもっと
したい（体を動
かすことが好
き）」と答えた
割合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

3
87%

Ｃ

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

4

Ｄ
児童の自己肯定感、自己有用感が高ま
るよう一人ひとりのよさを伝え、個性
を伸ばす指導をする。

4

○週に１回以上生活指導夕会を開いて
教員間の情報共有を図ったり、目標
を掲示物で共有したりする等して取
り組んだ。今後も継続し、決まりや
ルールの徹底を図っていく。また、
小中一貫教育の会や生活指導主任会
で同中学校区の小中学校と情報交換
をした。今後も交流した情報を指導
に生かしていく。
○今後は、道徳授業推進のための伝達
講習を年６回以上実施できるよう計
画を立てる。また、伝達講習で全校
が実施すべきことを押さえ、全クラ
スが研修の内容を授業で実施できる
ようにしていく。
〇月１回、不登校対策委員会を開
き、不登校児童の情報を共有した。
また、個別の児童の報告書を作成し
た。学年会で話題にしたり、養護教
諭に相談したりすることで組織的に
対応した。今後も急を要する場合や
状況が思わしくない児童について
は、夕会でも情報を共有していく。
○いじめアンケート等で発見した事象
には確実に対応した。未然防止、早
期発見のために生活指導夕会等で情
報を共有した。今後も人権週間など
を通して、全校で期間や内容を揃え
ていじめの未然防止を目的とした指
導を行う。
○月１回以上、運営プロジェクトでい
じめ点検を行った。児童の状況に応
じて必要な関係機関と連携し、ケー

Ａ 12

〇 道徳授業の内容は、児童が興味を持てるようなものに
してほしい。
〇 成長に必須の項目であり、善悪の判断能力の基本を身
につけさせることができていると思う。あわせて、国の伝
統、国家感の基本なども学び、「ほこり」と自信向上につ
なげられたらと思う。
〇 不登校、いじめ問題をあまり学校から耳にしないが、
ほぼないと理解して正しいか？
〇 自己肯定感は、家庭によるところもあるが、昨年より
数値が下がっているところが気になるので、ぜひ今後も取
り組みをお願いする。
〇 充分個性を伸ばしていただいていると感じている。感
謝する。
〇 引き続き、児童が自己肯定感が高まるよう授業改善を
お願いする。
〇 自己肯定感が持ちにくい、と言われている社会環境に
おいて、児童アンケートの結果が85％いうのは、とても勇
気づけられる。田小の教育環境のすばらしさに改めて感謝
したい。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための取
組を行う。

3

Ｂ 2
学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

4
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子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識
を高める。

4

【児童アンケー
ト】

「自分にはよい
ところがある」
と答えた割合
(大田教育ビジョン目
標値84％)

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

【児童539名回
答】

3
85%学校いじめ防止基本方針に沿って、い

じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

4

Ｃ

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

4

Ｄ
ＩＣＴの活用により児童一人一人に個
別最適な学びと協働的な学びを保障す
る授業づくりを行う。

4

○学習カルテを活用し、学期毎の通知表
を渡す際に重点課題や学習方法のアド
バイスを面談によって伝え、評価と共
に児童一人一人と確認した。
○１学期は、学期末の保護者面談にて
チェックシートを提示し、達成状況を
知らせた。２学期からは、チェック
シートをデータで配信し、保護者に学
習状況を知らせた。
○東京ベーシックドリルの結果に基づい
て放課後算数補習の対象を抽出し、補
習を実施した。年６回の土曜算数補習
についても、対象児童に働きかけ、参
加を促した。
○普段の授業や授業観察で授業改善プラ
ンを確認し、活用を推進した。特に学
期毎の授業観察では、教員による相互
参観、事後指導等で授業力の向上を
図った。
○情報活用に関しての教職員研修を行う
と共に、指導計画を活用し、ICT機器や
アプリケーションを授業に取り入れ、
発達段階と学習観点を整理し、児童の
実態に即した授業改善を行った。今後
は、タイピングスキル等のICT機器の活
用技能に基準を設け、系統性のある指
導をしていく。
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〇 ICT機器は、動画など児童が興味を引くコンテンツが教
育的にも有効かと思う。また体育指導に用いられるのもよ
いと思う。ただし、その基礎にある理論が身につくように
配慮してほしい。
〇 ICTの活用で、個別指導もできるようになり、底上げが
できているように思う。
〇 クラス人数の低下により、教員の各児童への指導強化
を期待したい。
〇 学習能力の高さは、先生の日頃のご努力、各家庭での
教育の結果である。
〇 ICTの設定項目を半年で完了するなど、子どもたちが進
んで学習する環境を作っているところが評価できる。
〇 タブレットを様々な場面で活用しているが、その扱い
方に個人差があるのではないか。
〇 文字や文章などを書けなくなる心配があり、今後の課
題となるのではないか。
〇 学習意欲をのばし続けていくことが大切だと感じた。
〇 成果評価は「３」であるが、実質「４」と判断してい
る。
〇 ICTを１～６年生まで有効に活用できている。
〇 タイピングの練習はとても大切だと思う。加えて、
様々なスクリーンタッチ形式の入力についても取り入れて
いただけるとよい。

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

3

Ｂ

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

4

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

4

【児童アンケー
ト】

「すすんで授業
に参加してい
る」と答えた割
合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

【児童539名回

3
88%

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

4

Ｄ学びを深め、人間関係を豊かにする
「協働的学習」を取り入れ、児童が関
わり合いながら学ぶ場面を設定してい
る。

4

〇 物事の表面的なことだけでなく、理論・基になってい
る考え方などを、しっかり身につくような教育をしてほし
いと思う。
〇 コロナ禍の中でたいへんな状況の中、充分な成果だと
思う。協調性など基本が学べている。
〇 外国語教育について：世界的レベルで見ると、日本人
の語学レベルは低レベルにあると思われる。国際化の進む
世界の中で、若年層の語学力を早急に向上させることが重
要と思われるが、教育行政全体として注力されていくこと
を望む。
〇 小学生全般に言えるが、教えはたいへん大事である。
ただ個々の考える思考力向上教育を更に考慮していただき
たい。
〇 コミュニケーションがとれない子どもたちが多い中
で、協働力を感じる。
〇 ICT推進により、マット運動やとび箱などでもタブレッ
トを活用して学習しているところに、教員の方々の苦労と
熱意を感じる。
〇 コロナという状況の中、できないことからできること
への考え方の発想の転換がすばらしいと思った。
〇 子どもから学校が楽しいと聞く。子どもの育成につい
て充分な成果が出ていると思う。
〇 児童同士のコミュニケーション能力が非常に高く、先
生の導きにより課題解決ができている。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施する。

3

Ｂ 2学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施
する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

4
Ｃ

学校関係者記入欄

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

供

の

育

成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能
力の育成等を図っている。

4

【児童アンケー
ト】

「友達と協働的
学習（学び合
い）をすること
が楽しい」と答
えた割合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

【児童539名回
答】

3
86%

◯外国語教育指導員と担当教員が打
ち合わせを行い、学校全体で授業の
形式を揃えた。今後は委託になり、
さらに打ち合わせの時間が確保でき
ることから、さらに児童が外国語に
親しみやすい授業展開を行う。
◯ものづくり学習は理数教科を中心
に、体験的な活動を取り入れていく
が、今後該当学年や時数・具体的な
内容を検討する必要がある。
◯今年度、ICTの操作方法やアプリ
ケーションの使い方などを系統立て
て達成目標を示した。今後はICT機能
の系統的な指導と今までの指導実践
をもとに継続して指導を行う。
◯毎月の人権に関する月目標に即し
た指導や、朝の人権タイムを生かし
て、人権教育を行った。今後も学年
の実態に合わせた指導を継続して行
う。
◯体力向上全体計画が教員間でしっ
かりと周知されていた。運動遊びタ
イムの実施と環境作りの手立てを講
じたことに成果を感じた。来年度は
前年度の体力テストの結果を比較す
ることで本校児童の実態を把握し、
継続して取り組んでいく。
◯これまでの校内研究を通して協働
的学習は浸透している。しかし、教
員間で効果的な取組を共通理解でき
ていなかった。来年度は、学年会議
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・学校規模（児童数591名、学級数19、教員31名、非常勤講師6名）
・学校の教育目標：「よく学び　よくあそび　よりよく生きる　田小の子」人間尊重の精神を基調とし、自分の将来に夢と希望をもって主体的に学び、日本の文化と伝統を尊重し、国際社会においても信頼と尊敬を得る心身ともに健康で、心豊かな児童の育成を目指す。
・校内研究：主題「自己の課題を見いだし、粘り強く解決しようとする児童の育成」令和４年度・５年度大田区教育委員会教育研究推進校、令和４年度東京都小学校体育研究会研究推薦校の研究成果を生かし、児童が自分のゴールに向かって試行錯誤しながら繰り返し取
り組む児童像に迫る。
・特色ある教育活動①「様々な人とのかかわりを重視し温かな心と豊かな人間関係を育む学校・地域相互の教育力の向上」自主的な挨拶運動・異学年によるたてわり班活動・学校支援地域本部「「でんしょう応援団」やおやじの会「DUO」、同窓会「青塔会」を中心とし
た地域ボランティアなど

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


